
こ
の
連
載
は
、
岡
山
大

学
の
「
ナ
ノ
バ
イ
オ
標

的
医
療
」
に
関
す
る
研

究
の
展
開
を
中
心
に
新

し
い
医
療
の
創
造
に
つ

い

て

解

説

し

て
い

ま

す
。 前

回
は
、
昨
年

11

月

に
上
海
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
第
30
回
国
際
泌
尿

器
科
学
会
で
の
基
調
講

演
「
前
立
腺
が
ん
遺
伝

子
治
療
・
我
々
は
今
ま

で
に
ど
の
よ
う
な
成
果

を
あ
げ
、
今
ど
の
方
向

に

進

ん

で

い

る

の

か
？
」
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
し
た
。 

現
在
、
新
し
い
遺
伝
子

治
療
は
「
が
ん
の
選
択

的
細
胞
死
の
誘
導
」
と

「
抗
が
ん
免
疫
の
活
性

化
」
の
両
者
を
同
時
に

実
現
す
る
方
向
性
を
目

指
し
て
お
り
、
「
Ｒ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
」
は
理
想
的
な
治
療

遺
伝
子
と
い
え
ま
す
。 

Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
遺
伝
子
医
薬

の
最
初
の
製
剤
で
あ
る

Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
遺
伝
子
発
現
ア

デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
（
Ａ
ｄ-

Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
）
の
製
剤
開
発

は
、
岡
山
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
桃
太
郎
源
社
と

の
協
働
に
よ
り
順
調
に

進
ん
で
い
ま
す
。
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
ヒ
ト

に
投
与
す
る
医
薬
品
に

は
極
め
て
高
い
安
全
性

と
品
質
が
要
求
さ
れ
ま

す
。
従
来
の
薬
は
主
に

低
分
子
で
し
か
も
そ
の

多
く
は
化
学
的
に
合
成

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

医
薬
品
と
し
て
の
製
造

基
準
も
確
立
さ
れ
て
い

ま
す
。 

一
方
、
遺
伝
子
医
薬
を

は
じ
め
と
す
る
生
物
製

剤
に
つ
い
て
は
、
そ
の

開
発
の
歴
史
も
浅
く
、

経
験
を
積
み
重
ね
て
い

る
と
い
う
の
が
現
実
で

す
。
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
遺
伝
子
医

薬
は
今
後
、
幾
つ
か
の

新
し
い
製
剤
と
し
て
展

開
し
て
い
く
予
定
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
第
一

弾
で
あ
る
Ａ
ｄ-

Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

を
使
用
す
る
最
初
の
ヒ

ト
で
の
臨
床
試
験
（
Ｆ
Ｉ

Ｍ
試
験
）
の
開
始
が
目

前
に
迫
っ
て
い
ま
す
。 

医
薬
品
の
製
造
は
、
Ｗ

Ｈ

Ｏ
（
世

界

保

健

機

構
）
が
定
義
す
る
「
製

品
が
一
貫
し
て
生
産
さ

れ
、
そ
の
使
用
目
的
に

適
合
し
、
製
造
承
認
に

よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
よ

う
な
品
質
規
格
に
統
制

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
保

証
す
る
品
質
保
証
の
一

部
」
で
あ
る
Ｇ
Ｍ
Ｐ
基
準

（
ｇ
ｏ
ｏ
ｄ 

ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｆ

ａ
ｃ
ｔ
ｕ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ 

ｐ
ｒ
ａ

ｃ
ｔ
ｉ
ｃ
ｅ
）
に
合
致
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
Ａ
ｄ-

Ｒ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
製
剤
は
、
大
手
の
製

薬
会
社
と
同
じ
レ
ベ
ル

で
の
Ｇ
Ｍ
Ｐ
製
造
を
目
指

し
、
オ

ラ

ン

ダ

の

ク

ル
ー
セ
ル
社
と
契
約
し

て
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
ベ

ク
タ
ー
を
作
成
す
る
ヒ

ト

細

胞
（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
．
Ｃ

６
）
を
提
供
し
て
も
ら

い
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｎ
Ｂ
Ｃ

（
国
立
バ
イ
オ
製
造
セ

ン
タ
ー
）
全
体
の
管
理

会
社
で
あ
る
エ
デ
ン
バ

イ
オ
デ
ザ
イ
ン
社
に
委

託
製
造
を
お
願
い
し
ま

し
た
。 

こ
の
製
剤
の
安
全
性
試

験
の
一
部
で
あ
る
主
に

動
物
を
使
用
し
た
毒
性

試
験
は
「
医
薬
品
の
安

全
性
に
関
す
る
動
物
試

験
規
範
」
に
基
づ
く
Ｇ
Ｌ

Ｐ
試
験
を
米
国
Ｍ
Ｐ
Ｉ
社

に
委
託
、
既
に
試
験
は

完
了
し
て
い
ま
す
。 

現
在
、
遺
伝
子
医
薬
の

製
剤
化
に
関
す
る
ガ
イ

ダ
ン
ス
が
最
も
整
備
さ

れ
て
い
る
米
国
Ｆ
Ｄ
Ａ

（
ア
メ
リ
カ
食
品
医
薬

品
局
）
へ
の
新
薬
臨
床

試
験
開
始
申
請(
Ｉ
Ｎ
Ｄ)

に
向
け
て
、
昨
年
11
月

10

日
の
事
前
会
議
を

ベ
ー
ス
と
す
る
最
終
申

請

書

の

作

成

段
階

と

な
っ
て
い
ま
す
。 

最
初
の
臨
床
試
験
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
米

国
を
代
表
す
る
医
療
機

関
の
ひ
と
つ
で
あ
る
マ
ウ

ン
ト
サ
イ
ナ
イ
病
院
で
、

再
発
リ
ス
ク
の
高
い
限
局

性
前
立
腺
が
ん
の
患
者

さ
ん
を
対
象
に
実
施
す

る
予
定
で
す
。
術
前
遺

伝
子
治
療
の
究
極
の
目

的
は
「
が
ん
再
発
を
防

止
す
る
！
」
で
す
が
、

Ｆ
Ｉ
Ｍ
試
験
の
段
階
で
は

安
全
性
の
確
認
が
主
目

的
と
な
り
、
臨
床
効
果

の
確
認
は
副
次
的
な
取

り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

副
次
的
と
は
い
う
も
の

の
、
こ
の
試
験
で
は
治

療
前
後
で
の
病
理
学
的

検
査
に
よ
る
効
果
の
確

認
が
可
能
で
あ
り
、
創

薬
を
進
め
て
い
く
た
め

の
科
学
的
根
拠(

Ｐ
Ｏ
Ｃ)

の
確
立
と
い
う
観
点
か

ら
は
一
石
二
鳥
の
臨
床

試
験
と
い
え
ま
す
。 

一
方
、
日
本
で
の
臨
床

試
験
に
つ
い
て
は
、
同

一
の
製
剤
を
使
用
し
て

岡
山
大
学
に
て
医
師
主

導
の
臨
床
研
究
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。
こ
の

試
験
で
は
、
再
発
リ
ス

ク
の
高
い
限
局
性
前
立

腺
が
ん
の
み
な
ら
ず
、

ホ
ル
モ
ン
抵
抗
性
の
進

行
性
前
立
腺
が
ん
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。
昨

年
11
月
９
日
に
厚
生
労

働
省
・
が
ん
遺
伝
子
治

療
臨
床
研
究
作
業
委
員

会
で
の
第
１
回
審
議
で

問
題
と
な
る
指
摘
事
項

は
な
く
、
今
年
の
夏
ご

ろ
ま
で
に
は
開
始
で
き

る
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。 桃

太
郎
源
社
（h

ttp
://

w
w

w
.m

t-g
en

e.com
/

）

の

目

指

す

と

こ
ろ

は

「
岡
山
か
ら
日
本
を
元

気
に
す
る
桃
太
郎
の
が

ん
退
治
！
」
で
す
。
２
０

１
５
年
に
は
、
日
本
人

の
３
人
に
２
人
が
が
ん

に
な
り
、
２
人
に
１
人

が
が
ん
で
亡
く
な
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

近
年
、
が
ん
の
３
大
療

法
で
あ
る｢

外
科
手
術｣

｢

化
学
療
法(

抗
が
ん
剤)｣

｢

放
射
線
療
法｣

に
加
え

て
、
第
４
の
が
ん
治
療

法
と
し
て｢

免
疫
療
法｣

が
再
度
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
臨
床
効

果
は
必
ず
し
も
十
分
と

は
言
え
ま
せ
ん
。 

Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
遺
伝
子
医
薬

は
、
こ
れ
ら
の
治
療
法

と
全
く
異
な
る
手
法｢

ヒ

ト
遺
伝
子
の
改
変
や
組

換
え
と
は
関
係
の
な
い

標
的
医
薬｣

で
が
ん
治
療

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実

現
す
る
も
の
で
す
。
既

存
の
治
療
と
の
併
用
療

法
に
よ
る
相
乗
効
果
も

期
待
さ
れ
る
と
い
う
点

で
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
前
立
腺
が
ん
の

ほ
か
に
、
悪
性
中
皮
腫

を
対
象
と
す
る
臨
床
試

験
に
つ
い
て
も
日
米
で

計
画
中
で
す
が
、
中
国

で
の
開
発
は
協
働
企
業

の
ひ
と
つ
で
あ
る
Ｅ
Ｐ
Ｓ

の
中
国
法
人
が
進
め
る

予
定
で
す
。  
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